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【手続補正書】
【提出日】平成30年1月12日(2018.1.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アニオンを挿入乃至脱離可能な正極活物質を含む正極と、負極活物質を含む負極と、非
水電解液とを有する非水電解液蓄電素子であって、
　前記正極が、導電性ポリマーを含有し、前記導電性ポリマーが、ポリ（３，４－エチレ
ンジオキシチオフェン）（ＰＥＤＯＴ）とポリ（４－スチレンスルホン酸）（ＰＳＳ）と
の混合物であることを特徴とする非水電解液蓄電素子。
【請求項２】
　前記導電性ポリマーの含有量が、前記正極から正極集電体を除いた正極材全量に対して
、０．１質量％～１０質量％である請求項１に記載の非水電解液蓄電素子。
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【請求項３】
　前記導電性ポリマーの含有量が、前記正極から正極集電体を除いた正極材全量に対して
、０．３質量％～３質量％である請求項１から２のいずれかに記載の非水電解液蓄電素子
。
【請求項４】
　前記負極が、導電性ポリマーを含有する請求項１から３のいずれかに記載の非水電解液
蓄電素子。
【請求項５】
　前記負極が、金属リチウム及びリチウムイオンの少なくともいずれかを吸蔵乃至放出可
能な負極活物質を含む負極である請求項１から４のいずれかに記載の非水電解液蓄電素子
。
【請求項６】
　前記正極活物質が、炭素質材料である請求項１から５のいずれかに記載の非水電解液蓄
電素子。
【請求項７】
　前記負極活物質が、炭素質材料である請求項１から６のいずれかに記載の非水電解液蓄
電素子。
【請求項８】
　前記非水電解液が、非水溶媒にリチウム塩を溶解してなる請求項１から７のいずれかに
記載の非水電解液蓄電素子。
【請求項９】
　前記リチウム塩が、ＬｉＰＦ６である請求項８に記載の非水電解液蓄電素子。
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